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経営 管 理 研 究 室

A林 業 経 営 に 関 す る 研 究

1.椎 茸生産に関つる経営学的研究(第5報)一 協 業経営について

青 木 尊 重 。吉 良 今朝芳

わが国の農林業協業化の動向は,い ろいろの矛盾に直面 しつつ も,矛 盾の意味を自覚 し

た農民 自身が,こ の問題 を解決するための唯一の道 として,み ずか ら協業化の道を選び,

みずか らthSもりあけてまた農林業構造変革のfcめ のたNか いであると考えるoこ の点に誇

いて大きな歴史的意義をもつている。

そ こで今回は,こ の協業経営をとりあけ,実 態分析を中心 にこの問題の解明を行なわん

としだのである。一方これ とは対象的演轡林椎茸生産の場を考察の一端 としなが らその事

例を生椎茸生産部門の協業経営κもとめ福岡県京都郡犀川町喜多良部落の椎茸生産組合を

とわあげて,協 業体の背景,協 業対参加組含員の個別経営の基盤,協 業体の経営内容を明

らかに し報告 しだo(76回 日本林学会大会研究発表NO・225)

生椎茸の価格変動分析(五)

吉 良 今 朝 芳

生椎茸の緬格は野菜と岡じように一般的に変動が激 しいもの と見徹されている。そのた

め今後の需給鞠係 と価格変動が一つの問題点 としてあげ られている。そこで,こ の生椎茸

緬格の 変動要因を需給量か ら統計的手法をもちいて分析 し,考 察 してみた(第21翻 日本

林学会九州支部大会研究発表,林 政)宮 崎演習林における椎茸生産に対する価格の考察に

も一部つなが るものであるo

B林 業 労 働 に 関 す る研 究

1・ 林業労働の現状分析(1)一 一一 一福岡県久山町久原地区の調査 よb

吉 良 今朝芳 ・黒 出 遮 夫

昭溜5CGF.頃 よりわが国経済の高慶成長に伴ない,農 由村か ら都庸の第2次 ・第5・次産

業へ労働力の流出が増加 し疫友め,地 元の農山村 でぱ農茨や赫業の男働力の鑓鉄が しだい

眼 撫(的 つつあるといわれるカ・、その実態はど うか。ω 総 ほこりよう嬢 勲 ら

力州犬学粕屋旗習林 をもつ福岡爆粕屋郡久山貌久原地区(1日 久原村)で ・林業に雇用され



る労鵡力の実態を動べた 竜のであるo

その調査結果,こ の地区の林業労働,と ぐに育林労働は農業 との兼業労働によつて遂行

されている場合が多いoこ の林業労務者の農業経営規模をみると経営規模は比較的大きい

農家であ動 しか も慢帯主が多い。その允め当然隼令は高 く,労 働力として紅老令化 して甲

きているo

また,近 年林業経営で深刻な問題 毒して育林労務者の確保,と くに若黛労務者の確保が

あげ られているoと ころが育林労働では季節性が強 く,そ のπめ労働の逓庫化が困難 とな

り,し だが つて雇用は間断的 となり,身 分 も不安定な現状であるoこ のような作業条件ぷ

この地区の農家労働力を都市へ流出させ,通 勤労務者化する一つの要因をつ ぐ参出してい

るといえる(第20回 日本林学会九州支部大会研究 発表一一都布近 郊農由村 に詮ける林業

労働の実態一,お よび九州 大学演習林 集報に発表予定)

2。 林業経営 におけ る労務管理の基礎的研究(1)・

塩 谷 勉 ・吉 良 今朝芳

林業経営における労務の閥題は,最 近 とくに重要視されているところであるoこ の研究

は林業経営に論け る労務管理に闘サる基礎的な研究である演,そ の立証の場,す なわち調

査対象を九弼大学演書林 にもとめ問題の解明を行なうことをこの研究 の 濤的 とし,調 査研1

究をす 蕊めてきている(九 州大学演灘林集報に発表予定)


